- 現場福音化メッセージ -
８　福音といやし　ヤコブ5:13～18
イエス様は福音宣教とともに、病人たちをもいやしてくださり、
それを通して病の原因や誤った治療の方法、また、正しいいやしの順序などを教えてくださった
１．聖書にはいやしの約束がある
　(1)マル6:56　　「･･･みな、いやされた」
　(2)マタ8:17　　「私たちのわずらいを身に引き受け、私たちの病を背負った」
　(3)イザ53:5　　「しかし、彼は、私たちのそむきの罪のために刺し通され、私たちの咎のために砕かれた。彼への懲らしめが私たちに平安をもたらし、彼の打ち傷によって、私たちはいやされた。」
　(4)Ⅲヨハ1:2　 「愛する者よ。あなたが、たましいに幸いを得ているようにすべての点でも幸いを得、また健康であるように祈ります。」
２．誤った治療の方法
　(1)たましいの病を治療しないこと
　(2)心の病を治療しないで、肉体の病にだけこだわること
　(3)医者や薬ばかりに頼ること
　(4)迷信や宗教的な方法に頼ること
３．病の原因を診断してみよう
　(1)生理的なもの･･･過労、年齢(創48:1,10)
　(2)不注意によるもの･･･失敗、お酒(ホセ7:5)
　(3)神のみこころによる病(Ⅱコリ12:7、ダニ8:27)
　(4)罪による病
　　①原罪･･･のろいの結果(生まれつきの病気)(創3:16～19)
　　②先祖の罪･･･特に偶像崇拝(Ⅱサム12:15、Ⅰコリ5:5)
　　③自分が犯す罪･･･(Ⅱ列5:27、Ⅱ歴21:12～19、Ⅰコリ5:5)
　(5)悪魔(悪霊)がもたらす病
　　特徴･･･病名不明、原因不明の頭痛、頭から聞こえてくる音、治らないおかしな変動
1 精神(マル5:3～15)
2 心(エペ4:23～27)
3 肉体(ヨブ2:7、マル9:17、ルカ13:16)
4 環境(マタ12:25～28)
